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Ｃ　効果促進事業 上段：計画　　下段：実施
事業 地域 交付 直接 施設 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別

番号 備考

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・管渠工事により、供用開始範囲が広がり、下水道を利用できる人が増加したことにより、生活環境の向上及び公共用水域の水質保全が図られた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況下水道管渠工事を行ったことで、住民の公共下水道への関心が高まり、下水道接続への啓発に繋がった。
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・引続き各事業を進めることにより、安全・安心・快適な暮らしを実現し、良好な環境を創造する。

指標①（下水道
処理人口普及率
）

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

概ね計画通り事業の実施を行うことが出来た。（総人口減少見込みの誤り）
4,576（人）／12,367（人）

最終実績値
4,598（人）／12,940（人）

合計

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容 市町村名 全体事業費
（百万円）


